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論文内容の要旨
本論文は、引張ボルト接合に関する基礎的研究をボルトの挙動に重点をおいてまとめたもので、 6
章からなっている。
第 l 章は序論で、引張ボルト接合部の力学的挙動に影響を与えると考えられる要因を列挙し、それ
ら要因がどのように引張ボルト接合部の力学性状に影響するかを考察し、解明すべき問題点としてボ
ルトと板のパネ定数、ボルト軸力の挙動、接合板の剛性とてこ作用力の関係、接合部補強効果を指摘
している。
第 2 章では、接合部ボルトの挙動を左右するボルトと板のパネ定数を実験的に求めている。すなわ
ち、まず、各種の素材と寸法のボルトセットについて引張試験を行ない、ボルト軸力と伸びの関係を
しらベ、ボルトのパネ定数はナット内に含まれているボルトねじの高さの 60% の長さに、遊びネジ長
さを加えた長さを、ボルトの有効ネジ長さと仮定して求め得ることを示した。ついで、径と厚さを変
化させた円筒供試体を座金により局部圧縮して荷重と縮みの関係をしらべ、その結果より、応力角は
180 0 弱で Little が示す15。から 18 0 の範囲にあり、 Rotscher の提唱する 45。の値と大きく相異すること
を明かにし、座金を使用する場合の S S41 材のバネ定数の式を与えている。
第 3 章では、接合部にボルト軸方向の外力が作用する場合のボルト軸力の性状を対象として、接合
部ボルトに、てこ作用や曲げの影響が加わらないように工夫した装置を使って、接合部にボルト軸方
向の荷重を与え、ボルト軸力が荷重の増大によって変動する状況と、同一荷重が繰返し加えられる場
合の締付力の低下状況をしらべている。その結果、ボルト軸力の変動は接合部の型式と板の硬さによ
って、著しく相異し、とくに S S41材のような軟らかい材料を使用した場合には締付力の減少量が大
きく、その最大の原因は板への座金のめり込みであること、などを明らかにしている。
第 4 章では、接合板の曲げ変形によって、ボルトにてこ作用や曲げ力が加わる短締め型引張ボルト
接合部の挙動を明らかにしている。この接合型で最も問題となるのは、てこ作用の発生状況と、てこ
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作用力の大きさであるが、接合部の各部寸法、すなわち、板巾、板厚、ゲージ、はしあきの組合せと
締付力の大きさとが接合部の、力学挙動に及ぼす影響を、ボルト軸力、ボルトの曲げ歪、ボルト座面
聞の傾角、板の変形、接合強さを測定して検討考察し、接合部耐力を求める実験式を導いている。
第 5 章では、接合部の剛性によって左右される接合強さを高めるため、曲げ剛性の低い接合板を補
剛した数種の供試体の引張試験を行い、それらの補強が接合部の強さや剛性に及ぼす効果をしらべ、
接合部の補強法に関する指針を導いている。
第 6 章は、本論文のまとめで、第 2 章から第 5 章までの実験的研究の結果をボルトの挙動に重点を
おいてまとめている。
最後に、引張ボルト接合部の設計に資するため、次記の参考資料を提示している。
〔参考 1 J 引張ボルト接合部の設計に対する注意点と筆者の設計提案式について
〔参考 nJ Douty-Mcguire の式、 Beer の式、日!中の式について、及び、各式の相異点、について
〔参考回〕各国の高力ボルトの規格値と引張ボルト接合部に関する規準について
〔参考町〕引張ボルト接合部に関する文献集
論文の審査結果の要旨
高力ボルト引張接合法の確立は、鋼構造建築の設計施工の領域で最も強く要望されている課題であ
るが、接合機構に不 HJJの点が多いために、実用化が防げられていた。本論文はこの接合法にひそむ未
解決の問題点を洗い出し、その中の主要事項をとりあげて、実験的研究を推し進め、多数の実験資料
にもとづいて、ボルト及び接合板のバネ定数、ボルト軸力の変動性状等を求めている。これらは接合
古I~のてこ作用力を求める上に基礎的な要素で、種々の形状寸法の接合部に対するてこ作用力の解明を
可能にするものである。ついで、数多くの供試体の実験より、てこ作用力の発生状況を検討し、接合
古I~の形状寸法と、てこ作用力の関係、接合部耐力に及ぼす細部補剛の効果などを明らかにしている。
以上のように、本論文は高力ボルトヲ防討妾合の接合機構を解明し、てこ作用を含むボルト軸力および接合
部強さに関する多くの有益な基礎資料を提供するとともに、本工法の実用化、設計法の確立に重要な
指針を与えるもので、建築工学上貢献する所多大である。したがって、本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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